


































本研究の計画 

本研究は昭和 61 年度より 63 年度までの 3カ年計画である。 

1)初年度:昭和 61 年度 

(1)関連文献の収集 

(2)実態調査(周産期センター、搬送、情報伝達など 

(3)NICU の実態調査 

(4)NICU 送院基準の設定 

(5)総合的な討論 

2)第 2 年度:昭和 62 年度 

①12)13)(4)⑤ 

(1)前年度に明らかにされた問題点(母体搬送、情報センターなど)の検討 

(2)NICU をめぐる問題点(患者対象、長期入院児など)の検討 

(3)周産期医療の運営(勤務体制、医療経済など)の検討 

(4)産科、小児科のよりよき連携の検討 

(5)妊産婦、新生児管理の指針(案)の検討 

3)最終年度:昭和 63 年度 

(1)周産期医療の地域化をすすめるための提言 

(2)周産期医療の運営に対する提言 

(3)周産期地域医療システムの評価基準 

(4)周産期医療地域化をすすめるための妊産婦、新生児管理指針の作成 


